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1. トヨタ・GMガソリン改質方式
日刊工 01. 1. 10 

トヨタ自動車と GMは9日、北米国際自動車ショーの会

場で、共同て潜めてきた燃料電池自動車に関する取り組

みの成果として、使用する燃料にガソリンを進化させた

fクリーン・ハイドロカーボン燃料Jを選定すると発表

した。今後はエクソン・モービルも含めた3社で研究を進

めていく。この燃料はガソリン中のアルキレートやナフ

サを含有したまま、硫黄分を限りなくゼロに近づけたも

ので、既存のガソリンスタンドで供給でき、主財瞬jを加え

ることにより現在のガソリン車でも使用できる。

2. マツダ05年にも燃料電池車

日本工 01. 1. 12 

マツダのマーク・フィールズ担実は早ければ2005年に

も燃料電池車を市場に投入すると語った。米フォードや

ダイムラーなどと共同研究している燃料電池を採用し、

ほぼ全車種への搭載を検討している。プラットホームは

フォードと共通化し、開発コストを抑える。トランスミッ

ションには無段変速機を採用し、ガソリン車並みの乗り

心地を実現する。価格はガソリン車の5""10%高、満タン

時で450""650kmの走行蹴佐を目指す。

3. 高水素吸蔵?カーボンマイクロコイル

日本工 01. 1. 12 

岐阜大学工学部元島栖二教授、長崎大学工学部岩永浩

樹受、 αc技体市司発(岐阜県各務原市川辺憲次社長)の

菱川幸雄研究員らは、水素吸蔵量を飛躍的に高められる

カーボンマイクロコイル(αiC)の試作に成功した。索拠理

の度合いによりグラファイト化度を変えられる特異な

αcの性質で、水素吸蔵の最適なグラファイト化度を選

択できる可能性を持っと言っている。

4. 燃料電池車で日独米連携

日本工 01. 1. 15 

ダイムラークライスラーとフォード連合、三菱重工業

と三菱自動車連合は昨年 12月末に燃料電也車の開発を

共同で行うことで合意、守秘義務協定を締結した。ダイム

ラーは三菱重工業のメタノール改質器に5齢、関心を持っ

ており、今までバラード社からだ、けの供給だ、ったルート

を広げる必要があると判断した模様。両連合は同燃料電

池システムを自動車だけではなく定置型にも活用してい

く方針。

5. 石炭ガスイヒ殿様事雷峰夏合発電システムぬ日夏

日本工 01. 1. 18 

エネ庁は、石炭をガス化し、燃料電池、ガスタービン、

蒸気タービンの各発電設備を組み合わせた石炭ガスイ燃

料電池複合発電システムの技体市司発を本格化し、電源開

発の若松総合事業所内に、当初予定より一年早く今年の

七月に実証プラントを完成させ、 2002年夏以降に本格稼

動させる。発電効率は従来の石炭火力に比べ 15%高い

55%程度まで向上、二酸化炭素排出量も約40%削減でき

る。

6. 東芝燃料電池式UPS発売

日刊工、日本工、日経産 01. 1. 18 

東芝は業界初の燃料電池式無停電電源システム rups

インテグレーションシステムJを製品化し発売した。従来

のUPSは、交直流の変榔寺に約10%の電力ロスが生じる

が、燃料電池では直流の発電出力を利用できるため変換

ロスが半減できる。また燃料電池の余剰電力を即S以外

に回したり、発熱をコジェネとして利用でき、運転コス

トを 15""25%程度も低減できる。民間企業が導入する場

合には補助金の交付対象になる。
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7. 東芝・米IFC・シエノ場腕離開業司畿

日刊工 01. 1. 18、3.19 

東芝は米 IFCと燃料電池開発の合弁会社f東芝インタ

ーナショナル・フューエルセルズJを4月に設立、燃料電

池開発部隊全員を移籍させて PEFCスタックの開発を促

進、量産に乗り出す。出資比率は東芝が51%、IFCが49%。

また合弁相手のIFCは自動車用のスタック開発で英国シ

ェルとも合弁企業を立ち上げる予定で、 IFCを軸に日、

米、欧連合が形成されることになる。東芝の燃料電池開発

部隊は現在100人。うちPEFCに60人、燐酸型に40人。

IFCではPEFCに300人、燐酸型に250人を擁している。

今回の両社の合弁は、今まで、両社が培ってきた燃料電池

開発を、 PEFCに特化して開発を加速することにある。現

在IFCはガソリン改質器を用いた出力50kWの自動車向け

燃料電池を開発しており シェルとの合弁で、はメタノー

ルや天然ガス改質などあらゆる改質器をターゲ、ットにす

る予定である。 3社は共同で定置型、自動車用で早期の

市場投入を目指しており、最大の課題である価格は現在

のlkW数百万円から 15万円に下げることを目標にして

いる。そして 10kWを03年から、 1kWを05年から量産、

販売に乗り出す。

8. 水素ステ}ション用水鶏商務態串ト

日経産 01. 1. 22 

日本塁捌所は水素ステーション向けの水素コンプレッ

サーの開発に着手した。2005年を目途に受注を開女台、年

間30億円の売上高を目指す。

9. 近未来はガソリン改質か天然ガス

日経産 01.1. 23、化工目、燃料油 01. 1. 24 

エネ庁長官の私的研究会である燃料電池実用化戦略研

究会健長・茅陽一駒芯大教授)は22日に会合を聞き、

最終報告書を取りまとめた。本格普及が見込まれる 2010

年以降までを3関皆に分けてシナリオを描き、それ引も

の期間に行うべき技術開発や施策を提案した。注目の燃

料選択については、当面初期導入が可能なのは庄和財ぇ素

やメタノールであるが、その場合でも特定の地区間を走

行する自動車に限定されるとしている。近未来に於いて

水素エネルギーニュース

は硫黄などの不純物を除去した fクリーンガソリンJ、天

然ガスから生成する液体合成燃科などが選択される可能

性が高いとしている。水素については車載貯蔵技術の確

立や水素供給インフラの構築が前提になることから長期

的将来にならざるを得ないとしている。

10. 低湿度で、高い伝導度のグル作成

日刊工 01. 1. 25 

大腕存立大学南努教授らの研究グノトプは中温領域、

低湿度環境下で高いプロトン伝導性を示す多量のリンを

含むシリカゲ〉レであるホスホシリケートゲルの作成に成

功した。実験では130t、相対湿度O.7%の条件で異なる

組成のホスホシリケートゲルのプロトン伝導性を調べた。

とくに 1500Cで紫拠理したシリコン 1に対してリンがモ

ル比1および1.5の組成のゲルは、約400分後も伝導度

10-2シーメンス/cm以上を主回寺した。これはゲ〉レ中の水

和水がゲノレ骨格中の Si-{)-P結合と強く相互作用してい

るためと考えられる。多干M乙シリカゲルに燐酸を含浸さ

せたものを同じ条件で調べると、時間の紐品とともにプ

ロトン伝導度が減少。約必0分後には10-5シーメンス/cm

以下の低い値となったゲルに吸着した水が蒸発したた

めと見られる。PEFCでは高分子の高い伝導度をf樹寺する

ため、飽和水蒸気圧に近し、加湿が必要である。低湿度で高

い伝導度を維持する材料が開発されれば加湿装置が省け

ることになる。

11. 従来比5倍の高効率改質器開発

日刊工 01. 1. 26 

東京ガスと三菱重工業は、都市ガスから燃料電池用の

純水素を製造する高効率・小型の水素分脅鰹改質器のス

ケーノレアップに成功した。両社は 93年、改質と同時にパ

ラジウム合金の水素遺品膜を通して水素だけを分離する

プロセスを開発。この時の水素製造能力は1時間当たり

4nf、燃料電池と連結し5kW発電を確認した。今回のス

ケーノレアップで、は水素吸蔵合金を組合せた水素分離モジ

ューノレに変更し、水素製造能力 1時間当たり 20ni、出力

20kWを達成した。
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12. 消化ガス利用のPEFC

化工日 01. 2. 1 

荏原は北海道苫小牧市の西町下水処理センター内に下

水から発生する消化ガスを燃料とする PEFC発電システ

ムの実証試験設備を建設すると発表した。メタン 60%、

炭酸ガス 40%をジエタノーノレアミンて苛親し、改質し、

都市ガス用定置式の250kW級PEFCユニットで発電する。

13. 石油系燃料電池コージェネ開発

日本工、燃料油 01. 2. 1 

日石三菱はナフサを燃料とする出力5kWの定置式d型

燃料電池コージェネシステムを開発、横浜製油所で、2月

8日から実証試験を開始する。

14. BMWハイブリッド車デモ走行

日刊工 01. 2. 7 

独BMWは水素の直接燃焼できる水素とガソリンのノ、ィ

ブリッド車10台を5月末に日本へ輸送、走行デモンスト

レーションを実施するロこれまで無榔章で10万キロ以上

走行している。

15. 石播はモザイク社に資本参加

日経産 01. 2. 8 

石川島播磨重工業は7日米国の燃料電池メーカーであ

るモザイク社に資本参加したと発表した。約 7%に相当

する200万ドノレを出資した。モサイクから PEFCの供給を

受け、2002年春の実用化をめどに出力5-..20kWの定置型

発電システムを開発する。

16. 燃料電池車公道走行試験

日経、日経産、日刊工、日本工、燃料油 01. 2. 14 

ダ、イムラークライスラーとマツダは石油活性化センタ

ーと協力し15日からそれぞれが試作したNec訂 5とプレ

マシーFC燃料電池車を東京、横浜、広島の三箇所で走ら

せる。ホンダは 13日自社開発した燃料電池を搭載した

Fα-V3が米カリフォルニア州で実施している公道実証

試験で走行を開始したと発表した。

水素エネノレギーニュース

17. DMFCの技術報告書まとまる

化工日 01. 2. 19 

経済省が98年度の補正予算で実施した rDMFCの技術

報告書Jがこの程まとまった。経済省がNE∞に委託、さ

らに日本自動車布院所に再委託された。研究の成果とし

て既存のナフイオン膜と鮒某電極の組合せにより作梨し

たDMFC単セルで、発電能力0.1l4W/cm2を達成している。

18. 限K-SWPCとSOFC販売提携

日刊工 01. 2. 19、日本工 01. 2. 20 

NKKはSOFCで世界の最先端を走る米シーメンス・ウエ

スチィングハウス・パワーと販売提携したことを明らか

にした。 SWPCの国体電解質型撚料電池はセルチューブタ

イフ:出力250kWのコジェネシステムをカナダ、で、 300kW

のハイブリッドタイプをドイツで1000kWタイプを米・欧

州でそれぞれ初号機の契約を果たした。今後この標準化

した機種をベースに現在の1kW数百万円から03年の準商

用化で50万円以下に引き下げるとしている。

19. 東邦ガス水素スタンド実証試験

日刊工、化工日 01. 2. 21 

東邦ガスは都市ガス改質水素ステーションの技術開発

に着手したと発走同社は1億1千万円を投じ、愛知県

東海市の総合技術研究万の敷地内に水素スタンドを設置

し、 1時間当たり 40rrfの水素を製造、 1日当たり燃料電

池自動車30台分の燃料を供給、技術課題を抽出し将来

の実用化に備えてし、く o

20. 経済産業省ガソリン方式推進

日経 01. 2. 21 

経済産業省は、官民で燃司電池向け「クリーンガソリ

ンjの開発に取り組む。 2002年度予算で開発費の助成も

機材る。官民組織は燃ヰ智也実用{儲隼協議会。新エ

ネルギー財団を事務局とし、 トヨ夕、ホンダ、日産自、

三菱自、マツダ、日石三菱など約80社に参加を呼びかけ

る。
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21. 畑刃燃料電血南向財保ステ」ション

化工日 01. 2. 26、日経産 01.3. 14 

NE∞は、今年秋までに「天然ガス改質型jと「国体高分

子電解質水制組jの2方式による水素ステーションを

建設、運用を始める。天然ガス改質型は大阪市内に岩谷

産業が設置し、割砲は高松市内に日本酸素が設置する。

水素製造能力は、両タイプとも一日当たり自動車30台分

で、当初からは 300台分の実用規模の供給能力を前提

にした設計となっており、実証テスト終了後そのまま実

用装置に移行できるようにしている。

22. 燃料電池車が公道実験
日経(夕) 01. 3. 3、日経産 01. 3. 5、燃料油 01. 3.6 

石油産業活性化センターの公開実験に参加したダイム

ラークライスラ一社のNecar5は3日横浜市のみなとみら

川寸近を時都句 30キロ程度のスピードで約2キロ走行

した。マツダ、のプレマシーFCは直前の電子制御のトラブ

ルで車両の展示だ、けになった。走行試験は3月末まで行

われるo

23. 旭(り責務汗朝顔鵬競プロ材名化

化工日 01. 3. 5 

旭化成では99年に、コーポレート研究開発の一環とし

て燃料電池用の高分子制手質膜プロジェクトを立ち上げ

た。今後2年間で共同開発を含めて機能面での技討拍句な

ブレークスルーを狙い、 2003年までにベンチプラントを

設置、本格事業fヒする。さらに家庭用コージェネや自動

車用で奴桝智也需要が本格化する 2005---10頃には数百

億規模の投資で量産化設備を建設する考え。

24. 目立マクセル携帯電開問電池生謹終了

日本工 01. 3. 5 

日立マクセルは、リチウムイオン電池に置き換わりつ

つあるニッケル水素電池の生産を今期を目途に邸断切こ

終了させる。電動工具用は生産を継続する。

25. ガソリン燃料有力

化工日 01. 3. 7 

水素エネルギーニュース

日石三菱の松村幾敏技術部長は、燃料電池自動車の燃

料選択では「ガソリンであれば既存のssが使えるし、エ
ネルギー効率で見ると原油からガソリンを作るのに

13%程のロスです-trが、天然ガスからメタノールを作る

と 35%程度の熱ロスがあり、取り出せる水素の量も 60

リットルのガソリンから20キログラムなのに対し、メタ

ノールだと 9キログラムと聞きがあるjとガソリンの有

利性を説く。しかし改質温度がメタノーノレ200---3∞℃に

比ベガソリンは700---8∞℃と高し、。「これを必0---500
0C

に下げられれば、メタノールと同等になるo 計算上はト

ータルで炭酸ガス排出削減もガソリンが有効Jと見てい

る。

26. 燃料電池用電解質にゼオライト膜

日刊工 01. 3. 9 

東京工業大学総合理工学研究室の山崎陽対日教授は、

而撚性の高い無機の燃料電池用電解質膜を開発した。水

を取り込む能力が高いゼオライト膜をプロトン伝導性を

持つ酸化錫で覆ったもので、l∞℃以上で性能を発捧する

ことを確かめた。さらにゼオライトの孔を小さくすると

燃料メタノールのしみ出しも抑えられるため DMFCの開

発にも貢献しそうた今回はゴ、ムノ〈インダーでゼオライ

ト膜を作り表面に酸化錫を付けた。原料の塩化錫とゼオ

ライトを固体同士で接触・加熱する反応で簡ヒ錫を作乳

ゼオライトは保水性が高く有機膜に比べ安定しているモ

ルデナイト型を採用。簡昆ではフッ素棚旨ほど性能は高

くなし、が 100t以上でも使えることを確認した。

27. 燃料電池実用化推進協議会発足

日本工、日刊工 01. 3. 13 

新エネルギー財団は、 3月 19日に燃料電池実用化描隼

協議会を設立する。民間企業65社が参加し燃料電池実用

化に向けた技術標準化やインフラ整備、法規制に関する

政策提言を実施する。燃科電池ビジネス関連企業の問題

提起を集約化し政策に反映することにより、早期普及に

貢献することを目指す。
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28. COを効率的に除去

日経 01. 3. 16、日刊工 01. 3.23 

京都大学工学研の江口浩一教授と出光興産は、燃料電

池の水素燃料中の一酸化炭素を効執句に除去する鮒期支

術を開発した。銅・弼合・アルミナ系の角妙某を使い、微量

の酸素(1.25(%)を吹き込むと ∞濃度15%で2000Cの

場合、通常の白金・アルミナ系鮒某でiま約 20%しか除け

ないのに対し、 90%の高効率で除去できると言う。研究

はNEDOの委託で実施した。

29. トヨタ燃料電池車実用化へ

日経 01. 3.20 

3月初めに国土交通省が開いたf燃料電池自動車国際

シンポジウムJにトヨタは燃料電池自動車の三号車目の

試作車 rFClN-3Jを出展した。ベース車両は suvrクル

ーガーVJで、水素吸蔵合金に貯えた水素を燃科にする。

電池出力90kW、最高速度毎時150キロ、航御離3∞キ

ロ以上に向上した。

30. トクヤマPEFC用イオン交換膜で参入
化工日 01. 3. 21 

トクヤマは同社の豊富な技体潜積のある炭似傍系イ

オン交換膜で固体高分子型燃料分野への進出を目指す。

フッ素系に比べ村全の1の低コストであることを生かし、

而擦姓の向上などに取り組む。自動車には難しいが定置

型に絞って開発を強化する。

31. GMガソリン改質が投資効率上ベター

日経 01. 3. 23、日刊工 01. 3. 26 

米 GMは燃料電池車の普及に向けた最大の課題である

燃料の選択で、 75種の燃料の井戸元から車両までのシス

テム全体をとらえた分析をアルゴンヌ国立研究所とタイ

アップして実施した。燃料電池車ではメタノール改質と

ガソリン改質を比べたところエネルギー消費、温室効果

ガス放出量とも殆ど差が無いと言う分析結果を得た。従

ってインフラがあるガソリン改質で行くべきであると結

論した。また内燃機関エンジン車と比べ燃費は50%程度

の改善が見られ、天然ガス車と比べ30%程度優れている

水素エネルギーニュース

ことも分かったo

32. ニッケル水素電池前年比16%増

化工日 01. 3. 30 

2000年のニッケル水素霞断反売量は 10億 1073万個

(前年比 16%増)、金額は 1169億円 (8%増)と大幅に

伸張した。輸出用が9億3727万個となっている。ニッケ

ル水素電池は使い勝手がよく安価で大出力に耐える鞘教

があり、電動工具、コードレス家庭電器、電気自動車、

燃科電池車には現関皆でコスト、性能面で最も適してい

ると見られている。

会員各社関連で掲載出来る記事がありましたら発行所までご

連絡ください。

発行所:水素エネルギー協会編集委員会

所在地:
干240・8501 横浜市保土ケ谷区常盤台79・2
横浜国立大学教育人間科学部

谷生研究室内

Tel &¥Fax:045・339-3996
Email: tanish<@chemeng.bsk.ynu.ac.jp 
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33 カーボンナノチューブ水鶏鳴提言厨昆で7儲こ

日経産 01.4.4 

三重大学工学部の斎藤弥八教授と岡崎国立共同研究機

構分子科学研究所の共同チームはカーボンナノチューブ、

の筒の先端を壊すと水素が入るようになると考え、直筆

1.3Nmのチューブを4OO
0

Cで 10分間、酸化処理してこ

の口を壊した。水素を吹き込んで貯蔵性能を調べたとこ

ろ、室温で、は重量比0.7%だ、ったのが、零下1960Cでは5%

に高まった。

34 水素吸蔵能力 3倍増

化工日 01.4.9 

広島大学総合科学部の藤井博信教授と折崩真一助手、

マツダ、広島県立西部工業技術センターの共同研究グ、ル

ープは Nmオ」ダーで膜厚を制御することによって、従

来の水素吸蔵合金に比べて吸収・放出特性が3倍、水素の

吸収量が2倍から3倍にも増加することを確かめた。こ

の吸蔵合金は、半導体プロセスに使うスパッタリング法

で膜厚を Nmオーダーに制御して合成したもの。数十

Nmサイズの栓状粒構造をしたマグネシウムをパラジウ

ムの膜でサンドイツチにした多層ナノ構造になっている。

厚み50Nmのパラジウムで、膜厚800Nmのマグ、ネシウ

ムをサンドイツチにした三層構造では、1∞℃、O.凶作a

の水素圧力で重量当たり 5%もの吸蔵が実現されており、

1000C以下で濯やかに放出が行われる。さらに4層以上に

多層化すると吸蔵量は変化しないが放出温度が低下、7

層では9O'C以下にまで、なったこれまでの水素吸蔵合金

とは全く原理の異なる「ナノ領域で水素の示す協力現象j

によるものと角科宍している。

35 トヨタ 燃料電池車、2010年めど量産

日刊工 01.4.10 

トヨタ自動車は2010年をめどに燃料電池車の量産に乗

り出す。バラード連合が 05年頃に燃料電池車の市販を

目指しており、トヨタは 5年近く遅れることになる。渡

透浩之常務は「燃料電池車の普及は技術面々燃料供給イ

ンフラなどの間麟字決に時間がかかるJとし、今後10年

間はハイブリッド車て甥減規制に対応する。トヨタの燃

料電池車の投入が他社より遅れることで、燃料電池車の

開発スピード競争が緩まる可能性もある。

36 燃料電池車実用へ社会的啓蒙が必要

日本工 01.4.10 

トヨタ自動車の渡逝告之常務は「燃料電池車の実用化

には、園、燃料業界などとの協力・強調体制や社会的啓蒙

活動が必要。 Jと記者懇談会の席上訴えた。

37 燃料電池実用化へ推進協始動

化工日 01.4.11 

3月19日付けで民間の伍意団体である「燃料電池実用

化描隼協議会J(会長・西室泰三東芝会長)が発足した。

燃料電池の実用化・普及に向けて技術・経済両面から課題

を掘り起こし、具体的検討を行い政策提言へ反映を図る

のが同協議会の目的である。

10兆円規模での新規事業とされているだけに，どの業

界も企業も自分の技術をスタンダードにしたしLこれを

調整するのも協議会の役目。性能・信頼性・耐久性・低コス

ト化・安全性などの技術開発企画のセクション、，規制・

制度の緩和キ燃料選択などの市場化環境整備企画のセク

ションからなりここで具体的な問題を議命して，企画・運

営委員会でi墾別・取りまとめる。これを官側の言羽田の場で

ある戦略研究会に提案し，国の補助などに結びつくこと

になる。事務局は新エネルギー財団となっていて、運営

資金は約45百万円。

38 PEFC国際標準化へ
化工日 01.4.13 

日本ガス協会はNEDOから受託した f定置周囲体高

分子型燃料電池の普及基盤整備Jおよび「定置用燃料電

池システム評価試験装置の開発J，こ沿って，国内外メーカ

ー7社が開発した11台のPEFCコージェネレーション

の運転試験をスタートさせた。
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これらから得られるデーターは国際標準化の検言d材料

として活用される。今回の20∞-..2004年度の事業計画

で，コージェネシステムおよびセルスタックについて運

転諒験を通して収集したデーターを基に，安針金，信頼性，

性能などの誤験および評価方法を確立し，さらに国際標

準化の検討に活用しようとし、うもの。セルスタックにつ

いては荏原バラード，東芝IFC，富士電機，松下電器、三菱

重工業に再委託して実施している。予算は2∞0年度が8

億 6千万円だ、ったが、 2001年度はこれを若干上回りそ

うだ。

39 コスモ石油ブタンガス窮走用関司電也を開発

化工日 01.4.13 

コスモ石油は12日、ブタンガスを利用した家庭用定置

型燃料電池向け水素製造装置の開発に成功、三れをベー

スに固体高分子型燃料電池パッケージを開発したと発表

した。同社は既に灯油からの水素製造鮒某を開発してお

り、-これを基に NEDOからの委託穆院を受け東芝と共

同して、ブタンガスからの改質装置を開発したのが決め

手となったとしている。

ノミッケージの出力は最大lkw、発電効率は25-..30%、

温水効率は4%。

40 日産ノ吋ブリッド武闘1謡曲串長で溺子
日経 01.4.20 

日産自動車は燃料電池とリチウムイオン電池をハイブ

リッドした試作車 rXteロaFCVJを米カリフォルニア州

の一般道路での走行試験を開始した。

41 PEFC本格導入2010年に
化工日 01.4.25 

経済産業省は2∞1年度以降の各燃料電池の長期開発

計画を策定した。

PEFCは、今年度から 3ヵ年計画で現状よりも 10........ 

100倍程度の長寿命化と低コスト化および信頼性の向上

を目標とした革新的な電解質膜、電極、膜・電極合体、改

質器の基本技術について基鋪句な技締罰発を進め、 2010

年をめどに普及を図る計画。

MCFCは、前年度から開始した750kw級高性能基本

水素エネルギーニュース

モジュールの開発を2∞4年度まで実施して将来の実用

性を探る。これらの肉兄lこよって 2∞5年度以降の数千

kw級の裁正プラント開発と 2010年度以降の発電所へ

の数万kw級の試験導入を見極める。

SOFCは、今年度から3ヵ年で10kw級モジュール

の開発と信頼性の実証を進めて実用化システム開発への

移行に必要な技術を確立し、将来の実用性を検討する。

これにより 2005年度以降の100kw級のシステム化技術

開発と 2010年度以降の数百kw級分散型コージェネレ

ーションの実用化見通しを得る。

同省によると、実用化が期待されているのはPEFCで、

早ければ2005年には試射句な市場導入、 2010年には本

格的導入も可能としている。

42 NEDO新エネ導入を促進
日刊工 01.4.26 

NEDOは20∞年度までに家庭用、業務用など3タイ

プの PEFCによる定置型燃料電池の実証機を作り上げ

るプロジェクトを終了させ、 2000年度からは標準化と、

補助率50%の実用化テーマで、の開発がスタート。さらに

要素開発を中心にした新しいプロジェクトを公募し再ス

タートする。要素開発と画期的技術が対象で、現在ある

技術ではなく、高分子膜や鰍菜、セバレーターなど確立

されていなしせ矧fをテーマlこするo 5月に公募して夏に

決定する。 01年度はこのプロジェクトに30億50∞万

円を投じ、 4年間で成果を問う。

水素利用国際クリーンエネルギーシステムで、は、01年

度に水素を貯蔵する吸蔵合金に加え ケミカルシステム

やカーボンナノチューブも視野に入れた開発も新規にス

タートする方向で、検討に入った。

43 新型燃料電池

日経 01.4.27 

王朝涜大学須田精二郎教授らは、水素とホウ素の化合

物をアルカリ溺夜に溶かした燃料と過酸化水素を電池に

供給し液体中で水素と酸素を直張即時せ発電させた。

既存の燃料電池に比べ電王が2儲丘く1.3........1.5V討議

した。積水化学工業、日平トヤマなどと共同で、当面は

家庭向け電源への実用化を進める。
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44 大ガスco除去触媒開発
日刊工、日本工 01.5.14 、日経産 01.5.15 

大阪ガスは、 PEFCの燃料改質プロセスで改質ガス中

のCO濃度を1ppm以下まで、一度に除去で、きる高選択性

CO除去触媒を開発、 7月からPEFCメーカーなどへの

サンプル出荷を始めるo セラミックス系酸化物にノレテニ

ウムを保持させた新触媒ではCOの酸化反応とメタン化

反応を同時に起こさせることにより、反応熱を低く抑え

られ、糊日する空気量も従来法に比べ判長で済み、劣化

が少なくラボ関皆では1万時間、実機でも10∞時間以上

安定したCO除去能力を確認している。

45 燃料電池車用水素センサー

化工日 01.5.15 

日本特殊陶業は、燃料電池車用水素センサーを開発し

た。水素濃度センサーはジルコニア酸素センサーで戴責

のある構造を採用、水素流量センサーと水素漏れ検知セ

ンサーはシリコン・マイクロヒーターの技術を応用、流量

の変化による温度変化で測定する。

46 水電解に原子力熱を活用

日刊工 01.5.16 、日経産 01.5.17 

日本原子力研究所は同所で試運転している高温工学試

験研究炉から得られる航氾℃を超える熱源を利用し、熱

化学法で水を分解して毎時 501の水素を製造する連続

水素製造装置を完成させた。この刻ヒミ勾去は1Sプロセ

スと呼ばれ、室温から 1∞。Cの温度条件で、水とょう素、

二酸化硫黄を反応させてヨウ化水素酸と硫酸を生成させ、

続いてヨウ化水素酸を4∞℃の熱で分解し水素とょう素

を作り、硫酸は叡泊。Cで熱分解して水と二酸化硫黄に戻

す方法である。これから2年間で各工程を調べ、その後2

年程度で連炉Dk素製造を行い、耐食性や分離膜の性能向

上を図る計画。

47 rうらしまj動力源に燃料電池搭載
化工日 01.5.21 

海洋科学技体子センターは、来年度をめどに、自律航行す

る無人深海巡航探査機「うらしま」に動力源として固体

水素エネルギーニュース

高分子割手質型燃料電池を搭載して運用を開拾する。航

続蹄監は300kIIloこの燃料電池は同センターが開発し

たもので、出力4kw(2kwx 2)、電流は 35A、電圧は

120Vで防水圧力叡号に収められている。燃料となる水

素ガスと酸素ガスは別途容器に入れている。

48 国産の省エネ技術成果、海外に発信を

日経産 01.5.22 

東海大学内田裕久教授は、国産の世界に誇る省エネ技

術を世界に向けて発{含ずべきだと提言している。その中

には80
0

C以上の温廃索拐、と3O'C以下の冷廃索螺から水

素吸蔵合金を使って 0'C'-""-20'C程度の冷蔵・冷凍庫を

稼動させる技術。水素吸蔵合金が水素ガスを急速に大量

吸収出来る特徴を生かした真空断熱管やタンクの断熱性

は従来の製品に比べ20倍も向上しており、メインテナ

ンスフリーで価格も安く、すでに商品化も始まっているo

49 燃料電池車都内で実力アピール

日刊工 01.5.23 

独ダイムラークライスラーは 22日、都内のホテルで

水素直強撚料の「ネカー4aJを公開、ホテル構内をデ、

モ新子させた。またメタノール改質車の fネカー5Jも、

石油産業活性化センターが貸与する形で国内の石油精製

工場構内で走行実験を行っている。

50 アイスランド、水素経済創造へ

日刊工 01.5.24 

ダイムラークライスラ一日本が東京で開催した燃料電

池シンポジウムに出席したアイスランディックニューエ

ナジー(アイスランド)専務のヨワン・ビョルン・スク

ラーソン氏は、アイスランドが水素エネルギー社会に向

けて世界で最も先溺句な行動を起こしている実態を紹介

した。同社は2∞3年3月から燃料電池パスを通常運行

で導入する。レイキャビ、ツク市にスタンドを1箇所設置

すれば済むことでシェルのガソリンスタンドに建設す

る。パスのFCスタック出力は2∞kwo60人がヲ財Lる。

最高速度は時墓 80km、航続蹄監は 2∞，-...，300km。漁業

国だけに FC漁船も実用化、治船船主連合会と一体で 4

年内にデモを行うことで準備に入った。 100トン級で
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350"-'500kwクラスのFCを搭載する予定。

51 独BMW水素エンジン車日本初公開

日経 01.6.1 

独BMWはつくば市の日本自動車研究所で、液化水素

を燃来十とする水素エンジンを搭載した乗用車を公開した。

BMWのブゼ型セダン r750Jシリーズに12気筒エンジン

を搭載した r750hlJ。最高出力204馬力を発生、最高速

度は時速225km'こ遣する。車両後部に容量140リットル

の液化水素のタンクを搭載、満タンで 350km走行可能。

量産化に向け日本メーカーの参加を呼びかけている。

52 日本製鋼水素と水晶関連事業育成

日刊工 01.6.1 

日本製鋼所は室蘭製鋼所の収益力を強化するため、成

長性の見込める水素と水晶関連事業の育成に乗り出す。

水素については、水素の製造や独自技術を持つ水素吸蔵

合金をベースにした機器システムの開発、商品企画など

に取り組む。

53 皮膚から水素・アセトン放出

化工日 01.6.6、日刊工~01.6.25 

名古屋工業大学応用化学科の津田孝雄教授らは、ヒト

の皮膚表面から放出されるガスに水素とアセトンが含ま

れていることを初めて突き止めた。健康な人を被験者と

した、アセトンの実験では人差し指にフッ素樹脂製の袋

を、水素の実験ではアルミ製の袋を手にかぶせ、5"-'10分

後に袋の中の気体をガスクロマトグラフで分析。皮膚 1

平方センチ当たり 1分間にアセトン80"-'800ヒ。コグラム、

水素で5"-'50ヒ。コグラムが放出されている事を見出し

た。水素が体内で発生するのは、大腸に存在する月射す細菌

が消化不良などにより利用で‘きなかった炭水化物や食物

繊続発酵させた場合でi録l廃生してしれば消化不良が

起きていることになる。アセトンは血中グルコースが欠

乏したときに脂肪酸の代謝により発生し、糖尿病の指標

になる。今回の成果は、採血などせずに診断する方法への

応用が期待される。

水素エネルギーニュース

54 燃料電池の高温動作可能に

化工日 01.6.6 

積水化学工業は、高温イオン伝導に優れた固体高分子

型燃料電池用高分子電解質を開発した。これは産業技術

総合研究所の本間格エネルギー材料グノトプ長との共同

研究で得られた成果の一札両者は、すでにゾルゲル法

によって合成したポリエーテル(有機〉の両端にシリカ

(無機)を結合したプロトン伝導性無機有樹始高分子

電解質を開発、10-3ジーメンスのプロトン伝導性を達成

している。今回、高温での伝導性を高めるためポリエーテ

ルの替わりにポリオレフィンを採用、伝導性を 1桁向上

させることに成功した。

開発した電解質は有機の機械的、設計的な柔軟性と無

機の耐熱性を兼備しているのが特徴で、1600Cの高温で

もプロトン伝導性は10-2ジーメンスを泰樹寺する。またヘ

テロポリ酸などをプロトン伝導性供与剤として添却して

いる。

今後は長期耐久性誤験キ精蹴オ料の蔚直化による伝導

性アップなどにも取り組み、次世代の高温燃料電池に適

した電解質に仕立てる考えだ。

55 日本電池の長期計画

日経産 日本工 01.6.8、化工日 01.6.13 

日本電池は 2∞4年 3月までの中期経営計画を作り、
フ型・小型のUイオン電池キ燃料電池など8分野の事業

拡大に力を入れる方針を示した。燃料電池の実用化研究

ではこれまで、電極に使用する白金の使用量を従来の 10

分の1に削減できる技術を開発これをベースに数 kw

クラスのPEFCスタックについて、2∞3年に開発・実用
化を行い、2∞4年には家庭用コージェネシステム用スタ
ックを実用化。2∞6年には燃料電池車用スタックの実用
化を目指す、と言う。

56 富士電機の燐酸型燃料電池半額に

日経産 01.6.8 

富士電機は東京ガス、大阪ガス、東邦ガスと共同で、低

価格の燐酸型燃料電池を開発、今秋発売する。価格は

100kwの機種で1台4千万"-'6千万円。ガス改質器など

の機器を小型化して材料費を削減。燃料電池本体の製造
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方法の効率化にも取り組みコストを削減した。「ふえる電 したガスで発電する倣且み。建設費は5億円強。出力は百

池くんJの商品名で10月にも発売する。で水処理や畜産 kwo 1日6トンの生ゴミを原料に発亀半分を施設内で

廃棄物から発生するガスを燃料にするシステムにも取り 使い残りは電力会社に売電。

組む。

57 マツダ燃料電池車を公開

日経産 日経 01.6.13

マツダは 12日、横浜市で、メタノール改質型の燃料

電池車の走行実験を公開した。日本の自動車メーカーと

して初めての国内の公道での走行実験となる。今回の燃

料電池車は同社の4型ミニパン「プレマシーjをベース

に、最高時速70kmが可能。マツダは1991年から独自に

燃料電池車の基礎研究を開虫色現在はフォードの本社の

あるミシガン剣げィアボーンの研究所に技体渚を派遣じ、

共同研究する一方、広島市の研究所でも 10数人の技術

者を抱えている。

58 GM、VBと燃料電池関連技術で提携

日経(タ) 01.6.13 

米GMは12日ベンチャー企業、米インプコと提携し

たと発表した。インプコの子会社クオンタム・テクノロジ

ーズが有する圧縮水素貯蔵の軽量タンクは他社の2倍の

貯蔵能力を持ち、 GMはその部分の自前での技弥市自発を

見送ることで、経営資源、を他の要素技体市再発に移し、量

産開始計画の前倒しを狙っている。

59 燃料電池パス、 トヨタが試作

日経 01.6.15 

トヨタ自動車は燃料電池パスの試作車を開発、東京都

と共同で、2∞2年秋には都内のパス路線で営業留子ずる

方向で検討に入った。開発した試作車は、搭載したボンベ

から水素を供手合するタイプで トヨタは社内のテストコ

ースで既に走行実験を始めている。

60 燃料電池使い生ごみ発電

日経 01.6.16 

富士電機が環境省から受注、神戸市で建設していた燃

料電池を使った生ゴミ発電施設は6月末に完成、 7月か

ら環境省が霜鼠機を開声合する。する。生ゴミを発酵処理

61 第4回トヨタ環境フォーラム

日刊工、日経 01.6.19、日刊工 01.6.20 

トヨタ自動車は18日、「第4回トヨタ環境フォーラムJ

を聞き、高圧タンクに貯蔵した純水素を燃料とする菊迎

燃料電池「トヨタFCスタックJを発表、 2∞3年には同

スタックを搭載した燃料電池ハイブリッド車を市場に投

入する。さらにガソリンを進化させたクリーンハイドロ

カーボン燃料 (αIF)の改質器を搭載しtd鯉燃科電池

ハイブリッド車 (FCHV)を今秋までに公表する計画を

明らかにした。トヨタはフォーラムで同スタックを搭載

した rFCHV-4Jと日野自動車との共同開発ノミスを披

露。 FαIV-4についてはナンバーを耳精し、公道新子

試験を行う。トヨタ FCスタックは出力9Okwo2時電池

はニッケル水素電池、モーターは交流同期発電機て最高

出力 80kwの位議。公開したFCHV-4は「クルーガ-

VJがベース車両の5人乗り。最高速度は防車150km、

航綿離は250km以上。タンクの水素圧は250気圧、

2.6kgだが、03年にはタンク圧を500気圧まで、にアップ、

航御臓を一挙に倍増する計画である。共同開発パスは

ベースが63人乗りのノンステップタイプ。エネルギー回

生など高効率運転技術を併用することで最高速度時速

80km、航郷醗は3∞凶を可能にした。張富士夫社長

は商品化の価格は1千万円を切りたいと語っている。

62 丸紅米燃料電池会社に出資

日経 01.6.19 

丸紅はえ燃料電池メーカーのフューエルセル・エナジ

一社に資本参加した出資額は千万ドノレ。溶融炭酸塩型で、

工場や下水処理施設、痢涜などの自家発電装置として、

世界で唯一実用化に成功している。燐酸型に比べ低価格

化しやすいと判断。

63 東洋紡ニッケル水素電池用セバレータ

ーに参入

化工日 01.6.26 
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東洋紡は大津の総合初院所での開発にめどを得、ニッ

ケル水素電池用セパレーター市場に新規参入するo 独自

の不織布スルホンイ以回塑技術により、電池の自己放電を

低減させると同時に耐刻主を向上させることに成功した。

また正極から負極への酸素ガスの透創生を高め、電池内

の圧力上昇を従来品に比べ2分の 1に抑えた。

64 r水素の時代J2020年にも到来
化工日 01.6.27 

芝浦工大の平田賢教授はトヨタ環境フォーラムで講演

し、「水素時代に備えて諸々の準備を整えなければならな

しリと強調された。その中に米プロトン・エナジー・シス

テムズ社が開発した、各家庭に燃料電池用の水素をパイ

プラインで送り電力を作る一方、ソーラーや風力で余剰

電力が出来たら燃料電池を逆に使って水素を作りパイプ

ラインに流すと言う再生式燃料電池システム。独の2010

年までに水素知真スタンドを30∞箇所に建設する計画。

日本では愛知万博に向け建設が進んでいる中部国際空港

で、水素パイプラインなどの基幹インフラを備えたモデ

ルコミュニティー「プロトンアイランドj構想、などを紹

介された。

65 光と水で水素量産

日経産 01.6.28 

東京理科大学理学部工蹴百彦助劉受は湖搬を使って

水を酸素と水素に分解する藤島効果の研究を続けている。

98年にタンタルの酸化物が有用であることを見つけた

が、これを鮒某として水に紫外線を照射すると、吸収した

光のうちエネルギーに変換できる効率は50%と高し九可

視光をあてるだけで水から水素を作り出すことも夢では

ないと、さらに有力な触媒を探している。

水素エネルギーニュース

会員各社関連で掲載出来る記事がありましたら発行所までご

連絡ください。

発行所:水素エネルギー協会編集委員会

所在地:
干240・8501 横浜市保土ケ谷区常盤台79・2
横浜国立大学教育人間科学部

谷生研究室内

τel & Fax:045・339-3996
Email: tanishC@Chemeng.bsk.ynu.ac.jp 
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66.超少量白金PEFCの性能
日刊工01.7.5

日本電池は、超少量の白金を塗布したガス拡散電極によ

り固体高分子型燃料電池 (PEFC)セルの大幅なコスト

ダウンを実現する研究開発で、一酸化炭素による白金の

劣化が殆ど起きない事を ωw程度の電極規模で確認し

た。このPEFCセルの開発では、イオン交撫莫の水素極

の制媒に使う白金の使用量を電極の放電糊主を低下さ

せずに 10分の1に大きく低減し、電極内部でのガス透

過性とプロトン伝導性を同時に向上させる多孔性のポリ

マー電解質を開発、高出力化の実現を目指している。カー

ボンの表面に直張白金を塗布しているため、白金の利用

率は100%と全く無駄が無く PEFCスタックのコスト

構成の中で、最も比率の高い白金の量を大きく減らすこ

とに繋がる。NEDOから2分の1の補助金を受けて昨年

度から実用化に向けた開発を進めてきた。この超少量白

金鮒某電極での構造と製造方法、プロセスで、米国から一

括して特許も取得した。

67.ナフサ原料の燃料電池実地試験
日刊工01.7.5、日経産01.7.5、化工日 01.7.5

日石三菱は 12日から、横浜の根岸給油所で、粗製ガソ

リンを原料とする定置式の発電出力 5kw国体高分子型

燃料電池のフィールド試験を始めた。災害対応型ssで
の使用を前提にしている。

68.家庭用燃料電池向けガス圧縮ポンプ

日経産01.7.5

コンプレッサーメーカーの日東工器は家庭用燃科電池シ

ステム向けのガス圧縮ポンプを開発した。都市ガスを水

素にかえる改質装置に送る際、O.∞2MPで供給されてい

る都市ガスを0.02MPに昇圧する必要があるためである。

装置内部でピストンが往復して気体を圧縮する「リニア

駆動フリーピストン方式!と言う独自技術を応用してい

69.改質ガスの COを選択的除去

化工日 01.7.9

山梨大クリーンエネルギー布院センターの務互政康教授

らは、白金一鉄合金を担持させたモノレデナイト型ゼオラ

イトの細孔内でCOと酸素が 1∞。Cと低い温度でも高効

率に反応して二酸化炭素になることを発見した。白金単

体よりもルテニウムや鉄との合金にして利用する方が酸

化反応活性は向上するo

70.燃料電池車用燃料の環境負荷を調査へ

化工日 01.7.10

エネルギー総合工学研究所は、8月から燃料電池車用燃

料の軽質ナフサ、 GTL、DMEについてそれ初環境負

荷に関する調査を実施する。G官 4やDMEについては安

全規格面などの問題もありクリアする必要がある。調査

は委員会を設置して来年3月までに結論をまとめる。

71.メタノ吋L?t虞車同功一5J泌道1&週m違戎

日刊工01.7.10

石油産業活性化センターが主催した燃料電池車の公道走

行実証テストでメタノール改質車「ネカー5Jがトータ

ル1500km以上を走行JドガスもNOx発生濃度がゼ‘ロ、

ハイドロカーボンは規昂lJ値の4分の1しか発生しないク

リーンな自動車であることを立証した。このテストは2

月15日から6月末まで横浜市を中心に実施した。

72.勝濡割問乞ハレター4替問齢m万匁Jl:
日本工01.7.11、日経産01.7.27

日清紡は燃料電池用セバレーターの備会体制を拡充する。

千葉県緑区にある研究開発センターで主にユーザー評価

向けに年間1∞万枚生産しているが、2002年春をめどに

圏内の綿編責工場に生産を移管し、年産能力を2∞万枚

以上に引き上げる。投資額は約 13億円。

る。サンプノ川面格は 2万円で流量が紛811で昇圧能力 73. 自然エネルギーだ、けで、水素製造

0.02MPタイプと、 13~Xで 0.03MP タイプを用意する。 化工日 01.7.12
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米国ホンダは 10日、太陽エネルギーを使い水から水素

を取り出す水素製造・供給施設の実験運用を開始したと

発表した。施設は米カリフォルニア州の研究所内に設邑

太陽電池と水言論卒システム、圧縮機高圧水素貯蔵タン

クなどで構成、水素鈍き能力は年間7600~~で、車 1 台

の通常年間走行醐佐の燃料を賄える。同社の燃料電池車

rFCXJを使用。

74.経産省

日本工01.7.13

燃料電池車開発など強化

経済産業省、が2∞2年度予算概算要求に盛り込む研究開

発プログラムの全容が 12日明らかになった。総合科学

技体f会議が重点テーマに掲げたライフサイエンス、 E、

環境、ナノ材ギ}の四分野に、経済産業省独自の技術郷

でエネルギー、製造技術の2項目を追加。エネルギーで、

は、燃料電池自動車を2010年に5万台、 2020年には約

500万台まで普及させる目標を掲げ水素供給ステーシ

ョンなどインフラ整備に乗り出す。

75.ヤマハ電動自転車ニッケノけd菊池J設さ在
日本工01.7.17

ヤマハ発動機は 16日、電動ノ刈'ブリッド自転車「パス

スマイルjにニッケル水素電池を搭載した「パススマイ

ノレh任王スーパーJなど2機種を追加設定し丸従来のニ

ッカド電池の 1.4倍の容量を持つニッケル水素電池に変

更したことで、一回の充電による航a間住は40kmから
56凶に向上した。価格は84.8∞円。年間販売目標11万
，.L.、
口o

76.重量七5.6C}休索願1∞。似下¢輪金

日経産01.7.18、日経01.7.27

広島大の藤井博信教授とマツダ、西部工業技祢子センター

のグループは、従来の三{お丘い量の水素を100度以下の

温度で、吸ったり吐いたりする水素吸蔵合金を開発した。

同合金を実用化するために1EAが設定した目標値をほ

ぼ満たす。合金は半導体の製造に使うスパッタ法で、パラ

ジウム合金を約50Nm マグネシウム合金を 50--

200Nmの厚さに{可層も積み重ねて作った。実験では重

量比5.6wt%の水素を約 1∞℃で吸収し、 80
0

Cで放出し

水素エネルギーニュース

た。図の栓状に指定方向に並んだ Mg原子が水素原子を吸

着、温度が下がると Pd合金膜が縮むことで、 Mg合金

に歪が生じ、水素の放出が始まる。

新会金の基本構造

収錨 収縮
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温度が下がるとパラジウムが縮み水棄を放出する

77.国体観警富蜘精鋭寵来季450/0.通戎

日刊工01.7.18

電源開発と三菱重工業は出力 10kw級のSOFCで、天然

ガスを燃料電池に直張投入する内部改質方式での連続発

電試験に初めて成功し、発電効率 45.5%を達成した。電

発若松総合事務所で8月までに7∞時間のi麟箔軍転を実

施してデーターを磁恋する。

78.紫外光による光触媒水完全分解
日刊工01.7.18

東京理科大理学部の工藤昭彦助教授は光触媒を使って水

の完全光分解で、従来より 1桁高い活性と 12日以上の

触媒而羽生を確認した。光触媒はタンタル酸ナトリウムに

ランタンを 1.5%ドーピングし、助角蚊某の酸化ニッケル

を表面に担持させたもの。この角劫某19rを300m!の水に

懸濁させ、高圧水銀灯の紫外線(波長307Nm以下)を

当て、発生気体を水上置換で捕えた。この結果、.水素が1

時間500ml、酸素が250ml発生した。これは1Aの震設定

を1平方センチの電極に流す水の電筋縄と同等。紫外

光の光子の半分がこの反応に使われ、触媒能力は長時間

維持できた。

79.ホンダの燃料電池車加速の良さアピール

日経01.7.20、日経産01.7.23、日刊工01.7.23

ホンダは19日、栃ド県芳賀町にある本田技術開断で、

圧縮水素の燃料電池車rFCX-V3Jの走行テストを公開
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した。アクセルペダルを踏んで、から数秒後に時速 80km

に到達、加速性能の良さを強調、走行性能はガソリン車

並にまで、高まったと言っている。 rFCX-V3Jは現在、

最高時塞が 130kmで、世界的にもトップクラスの性能

を実現している。2003年に商品化する。

80. LPG使う燃料電池

日経 01.7.22、日刊工 01.8.16、化工日 01.9.6、日経産

01.9.6 

日石三菱は LPGを利用する燃料電池を開発し、第一弾

として静岡県の病院から受注した。国内では累計で約百

台の定置型燃料電池が販売されており、その大半は都市

ガス会社が販売した天然ガスを利用する燃料電池。石油

系燃料を使う燃料電池の商品化は国内では初めて。日石

三菱は東芝と共同開発した出力 2∞kwの燃科電池を西
島病院へ納入、8月に稼動させる。同院の電力需要750kw

のうち、 200kwを燃料電池で賄い、残る 550kwを東京

電力が供給する。燃料電池本体と設置に要する総費用は

2億円弱。発言語寺に発生する熱も給湯用に;献が舌用され、

東電から電気を全副葬入する場合に比べてエネルギーコ

ストを年間900万円程度削減できると言っている。

81. ニッケノけく素電也三洋世界シェア70%に

化工日 01.7.25

ニッケル水素電池はニッカド電池に比べて容量が2倍

近く、作勃電圧が 1.2Vで互換性がある、資源的な制約

がないなどのメリットから、ここ数年、急激に需要が増

加してきた。特に欧州、|の GSM規格の携帯電話向けでは

圧倒的に使われているほか、パソコン、ハンディターミ

ナル、ポータプルオ」デ、イオなどの家電での採用が活発。

またパワー用途で、もトヨタのハイブリットカーに採用す

るとともに、中国では電気自転車の生産が始まるなど新

規用途も広がっている。更に携帯電話の小型化にともな

って、電池構造を丸型から角型に転換し三洋がシェア拡

大に一気に弾みを付けたと見られる。2∞0年度のニッケ
ル水素電池‘の生産量は前年度比16%増の10億 1千百万

個となったo 現在三洋電機、松下電池のシェアは合わせ

てω%程度と見られるが、両社以外の国内メーカーは特

殊品に紛丞み事実上の紘基に近し、状態にあると言われて

水素エネルギーニュース

いる。

82.直接メタノーノL側溝池YU必 A矧羽化

日経01.7.26、日経産01.7.26

YUASAは25日 低コストで取り扱いが簡単な直張メ

タノール型の燃料電池を園内の電池メーカーとしては初

めて実用化したと発表した。今回の電池スタック(大き

さは 33.6x 12 x 13.2cm)は 3%のメタノール水溶液と

大気中の酸素をそのまま使用、9<tCで12Vの電圧て最大

17Aの電流がお旬以200wの出力が出せる。カーボン電極

に ptを中心とした高活性触媒を直張均一に塗りつけ、

効率的に機能するようにした。国際環境技術移転研究セ

ンターと共同で開発した。

83.ナノチューブで、気体検知

日経産01.8.1

スタンプォード大学のホンジー・ダイ助教授はナノチュ

ーブの表面にほんの数個の気体分子が付いただけで電気

的性質に変化が起こることを見出した。基板の上に化学

的知目合成法で何本かのナノチューブ、を成長させ、その

後基板を切り分け、電極を取り付けてセンサーに仕上げ

る。各種ガスにも使えるが水素ガス用のセンサーの研究

を進めている。

84.低コストの燃料電池

日経産01.8.2

Tαroは衛生臨号の製造技術を応用し、セラミック管を

使った低コストの円筒型燃料電池を 2∞4年度までに実
用化ずる。今年度から4年かけてNEDOの委託砂防事業

として、出力 10kwクラスのモジュールを開発する。同社

が開発を進める燃料電池は、波状の原料に基材をひたし

て成形する「湿均去jで製造するのが特徴。量産に適して

おり、従来の蒸着式に比べ製造コストは寸づ示の 1程度に

抑えられる。

85.生ゴミ使う燃料電池

日経産01.8.3、日経産01.8.30

東京ガスは 9月にも、残飯などの生ゴミを燃料にするリ

ン酸型燃料電池を販売する。残飯処理とエネルギー利用
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の両立を飲食業界に売り込む。東京ガスは生ゴミを発酵

させ、発酵ガスから効，勃句にメタンガスを取り出す実証

試験を進めていた。価格は出力5O--200kwで燃料電池本

体 1kw当たり 50万円、生ゴミ発酵機器は 30∞--40∞
万円。

86.カーボンナノチューブ日量kg繍郊稼毅

日刊工01.8.3

大阪ガスは大阪市此花区の研究施設内に、カーボンナノ

チューブを日量kg規模で生産するミニプラントを建設、

次世代平面ディスプレーのフィールドエミッション用電

極キ燃料電池用水素吸蔵材への使用を目指すメーカーな

どへのサンプル出荷を始めた。同社の CNTは70%の高

純度で水素吸蔵能も3重量%以上と水素吸蔵合金を上回

る性能を持っている。同社の CNT合成法の特徴は炭素

原子を供給する原料中間体として、常温、常圧下金属複塩

で活性化したMgを還元剤として四フッ化樹脂を脱フッ

化して作る炭素の三重結合を持つカルビン類を使うこと

で、この中間体を真空、力殿、下で電子線などにより励起し、

CNTを合成する。50%以上の高純度のCNTを高収率で

得られ、励起の条件などを変えれば長さや直径、汗会伏など

の制御も可能。

87.シロアリ菌で生ゴミから水素

日経01.8.7

電子制街機器メーカーの電制(札幌市、小池田克弘社長診

はシロアリから抽出した菌で生ゴミを分解して直接水素

を作る技術を開発した。北里大の田口文章教授の発見し

たシロアリ菌を活用。生ゴミにMもると 12--24時間で水

素が発生する。一樹句なメタン発酵の二分の1から三分

の1の時間で分解が進みプラントのイ型化ができるほか

運転費も安くなる。実験で、は250grのリンゴから65.8~'X­

の水素を取り出した。

88.経産省PEFC向けに重点転換

化工日 01.8.9

経済産業省は、燃料電池にかかわる技体市再発として「固

体高分子型燃料電池・水素利用プログラムJに重点を絞

った来年度概算要求を行うことになった。先に行われた

水素エネルギーニュース

産業構造審議会産業技体扮科会技術矧刷、委員会エネル

ギ一分野君Ij評価ワーキンググループ報告書で、は、これま

でMCFCやSOFCに重点を置いた燃料開発で石炭ガス

を利用した水素製造が予算的にも大きかったが、最近開

発のテンポの急なPEFCへの重点が移るのに合わせて、

水素製造利用技術開発に重点を転換する方向となった。

89.崎!!:kクリーンエオゾLヰ舟際センター本欄家動

日刊工01.8.14

新エネルギーに的を絞った f山梨大クリーンエネルギー

砂院センターJが本格稼動を始めた。燃料電池と太陽電池

を柱とし、産学共同研究を軸に基礎と実用化研究を結び

つけるのが目的oセンター長は電気化学の協互政康教授。

90. BMWの水素エンジン自動車

日経産01.8.21

独BMWの水素自動車750hlはガソリンエンジンの高級

車 f750Jをベースに開発された。エンジンは 54∞ccの
V型 12気筒で、最高出力は204馬力、最高速度は時速

226km。容量140~~の液体水素タンクのほかに 9011の

ガソリンタンクも搭載する。走行中に水素が空になれば

自動的にガソリンに切り替わる。走行可能距離は水素で

350km、ガソリンで成治，kmの合計950km。液体水素の

タンクは独リンデ社と共同開発した二重錆造の断熱タン

クで、液体水素を充j真してから蒸発によって安全弁が開

くまで 12日を要し、週に一度乗れば、蒸発を防止でき

る計算になっている。安全性については衝突や火災を想

定して、液体水素を知真したタンクに錘を落下させたり、

千度の炎に70分さらすなど、過酷な試験を実施したが、

いずれの場合にも爆発とし、う創倹な状況には至っていな

いと言う。

91.燃料電池開発戦略

化工日 01.8.28

資源エネノレギー庁がこのほどまとめた 21世紀の新エネ

ルギーとされる燃料電池の早期実用化に向けた f2005

年までの技術開発戦略Jで、智也として有力祝される国

体高分子型燃科電池技体市再発と一体になった水素貯蔵技

術、膜・電極など要素技術の開発が重要と指摘した。これ
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10日から試運転を開姶ずる。処理フローは、先ず前処理

設備で、回収した生ゴミの破砕袋・破砕・分別・スラリ

ー化処理を行い、これをメタン発酵槽に投入し、嫌気性

発酵処理によりバイオガス化し、脱硫・精製してガスホ

ルダーに貯蔵するo このガスを改質器味素に変えリン

酸型燃料電池で電気と熱に変換する。前処理装置の処理

能力は1時間当たり 1トン(I日の最大処理能力6トン)。

100kwの燃料電池。最大発電量一日 24∞kwH。この施
設は、環境省が地~油却ヒ防止対策実施検証事業として、

総額4億8千万円かけて建設を進めてきたもの。

に加え、クリーンガソリン・G宜 Jなど4分野を「最重要

技術課題j として織り込む方向性も示した。

96.耐熱温度350
0

Cの電解質膜

日経産01.9.6

樹く化学工業と産業技術総合研究所、千葉工業大学は共

同で、耐熱性を高めた燃斜電池用の新しい震訴事質膜を開

発した。新開発の割積膜は、ポリエチレンオキサイドな

どの樹脂材料にケイ素を半分ほど混合して作った複合材

料。動{何昆度は2∞--2500C、オクタンやヘキサンを原料
にした膜だと 350tほどに高まったこれにより廃熱利

用の効率も高められた。

92.大ガス・三洋

日経01.8.28

大阪ガスと三洋電機は 27日、家庭用コージェネシステ

ムに使う 1kw級の固体高分子型燃料電池の共同研究で

合意した。三洋が開発中の24日報部強弱軍転タイプの家庭

用PEFC向けに、大ガスが燃料改質技術を供与するほか、

運転研究も共同で行う計画。研究期間は2∞3年度まで。
93.可視光で酸素発生収率15%

日刊工01.8.29

東工大の堂免一成教授は、可視光を使って水素・酸素を

発生させる安定した材料群を見つけた。酸化タンタルを

高温で、アンモニア処理して合成した窒化タンタルはその

1例で、太陽光中可視光の半分を利用でき、水分解のテ

スト反応で量子収率 15%を得た。水素発生はこれより 2

桁低いが、Ti系、 se系などで同様の窒素置き換え材料
を合成したほか、 ドーピングなどで収率向上が有望とし

燃料電池を共同研究

97.平面上に直列の燃料電池セノレ

化工日 01.9.13

ホンダはこのほど米スタンフォード大学と共同で、平

面上に直列接続した超小型の燃科電池セルを開発した発

表した。半導体の微細加工技術を応用して水素ガスの流

路形成や簡歪膜の作成に成功した。この燃料電池セルは、

電解質膜、電極接合体、ガス拡散電極、ガス流路構成体

からなり、発電に成功したセルは、 4つの単セルを写真

のように同一平面上に直列接続した。

燃
斜
電
池
の
セ
ル
基
板

94.携帯機器向け小型燃料電池

化工日 01.8.31、日経01.8.31、日経産01.8.31

NEC、科学技術振興事業団、産業創造研究所などは 30

日、カーボンナノホーンを電極に使った名刺半分ほどの

携帯機器用小差撚料電池のプロトタイプの開発に世界で

初めて成功したと発表した。固体高分子型で、カーボンナ

ノホーンの表面に白金系鮒某をつけて電極にし、燃料に

は水を添加したメタノールを用い、これを改質して水素

を取り出し、空気と反応させて発電する。リチウムイオン

電池の10倍の電所必度を有し、従来のPEFCに比べて

電極表面積が2倍以上広がったため出力20%向上した。

NECは改良を加え2∞3年から2005年にかけて実用化
する方針。

ている。

95.生ゴミで燃料電池発電

化工日 01.9.5

環境省が神戸市のポートアイランド地区に建設を進めて

いた f生ゴミノ〈イオガス仕燃料電池発電施設1が完成、
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98.三菱車工メタノ一川勝将馳車道当11乙成功
日刊工01.9.14

三菱重工業は 13日、高分子膜以外は全て自社の技術を

使った PEFCを搭載したメタノール燃料電池車新子lこ

成功した。高分子膜米デ、ュポン製、オール自社製のPEFC

は 45kw規模のメタノール改質燃料電池三菱自動車工

業のワンボックスカーの床下に設置し時墓70kmでてス

トコースを走行した。

99.通常の5倍重い水素

日経01.9.17、日刊工01.9.18

理化学研究所の谷畑勇夫主任芳f究員等は、ロシアとフラ

ンスの研究チームと共同で部面よりも5倍重い水素を作

るのに世界で初めて成功した。陽子 1個と中性子4個か

らなる r5重水素j。ロシアの原子核共同研究機構にある

大型加溺号で炭素原子を標的にぶつけ陽子2個と中性子

4個からなるヘリウム6の原子核を作り出した。次にこ

れを液体水素にぶつけると、ヘリウム6から陽子1個が

外れて 5重水素ができた。観測したピークの中高から寿命

は10のマイナス21秒。

100. NASAぬ蜘宿也親イロ提携先募集
日経01.9.23

え剣空宇宙局 (NASA)の技綴錦絵社であるマイクロ

フュエノレセルシステムズ(IvfFCS)は、 NASAとカリフ

オルニア工科大が開発した小型燃料電池の実用化に向け

日本で提携先を募集する。 2%のメタノール水溶液を電

極部に直張投入するダイレクト・メタノール電池で、 5

X4cmで150grの3wが15時間もつ携帯電話用から、

15X7.5cmで500grの25wが15時間もつノートPC用

水素エネルギーニュース

ール型燃料電池電池 (DMFC)だ。 8月に試作した電池

は携帯電程度の大きさ、出力は数十mwで携帯機器を

作動させる事はできな凡特許を申請する基材需造は、

メタノールタンクの壁面に燃料電池を複数貼り付けたも

の。どの角度で置いても、電池にメタノールを供給でき

る。

102.東芝・ IFC燃料電池の技術開放

日刊工01.9.28

東芝と米インターナショナル・ブュエルセルズ (IFC)

の両社は、定置型の固体高分子型燃科電池の技術開示作

戦を打ち出した。両社はリン酸型燃料電池で世界一。だが

リン酸型は未だに1kw当たり 45万円もして市場が伸び

ていない。これは技術成果を外に出さなかったため、開発

に参加したベンダーが量産によるコスト削減ができず、

結果として価格が下がらなかったことが要因となってい

る。このため定置型PEFCでは、開発に加わっているベ

ンダーに対し、技術成果は自由に使って燃料電池を開発

する他メーカーへもその技術を提供していくことを認め

る技術開示戦略へ方針を転換したのである。

までの形態が可能。開発投資に 30~40 億円の資金が必 会員各社関車で掲載出来る記事がありましたら発行所まで

要と見ており、日本メーカーの出資を求め、共同開発を ご連絡ください。

行う。

101.燃料電池目立が参入

日経産01.9.26

目立市の目立穆既所の地下2階の研究室でひそかに進め

られてきた小型燃料電池の開発が、実用化に向け大きな

一歩を踏み出した。同社が目指すのはダイレクトメタノ
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103.水素ガスだけに応答するセンサ一

日刊01.10.2

産業技術総合砂既所、ンナジーマテリアル房院センターの

環境認言樹オ料チームは1日、室温で水素ガスだけに応答

するガスセンサーを開発したと発表した。このセンサー

は熱電変換材料としてリチウムを納目した酸化ニッケル

の厚膜をスクリーン印刷法で作成し その厚膜の一部に

スパッタリング法で白鎖蚊期莫を形成させたものである。

水素ガスと白金鮒某との反応による発熱に伴う温度差を

電圧信号に変える倣旦み。室温での水素 1%の混合ガス

に対する温度変化は1.50C、電圧変化は0.15mVだ、った。

白銅搬が室温で水素ガスだけに反応するのがポイント

で、高選択性を実現した。水素濃度が高くなるほど電圧信

号も高くなることも磁恋しており濃度センサーとしても

応用できると言う。

104.水素、製鉄所で製造

日経産01.10.4

新日本製鉄、 N沼仁などと財団法人金属系材料研究開発

センター (JRCM)は、水素製造技術の共同開発に年内

に着手する。製造工程で発生する廃熱などを利用して高

圧の空気から酸素を分離し、これを製鉄所のコークス炉

で発生するガスに含まれるメタンや液化天然ガスと反応

させて水素を取り出す。燃料電池向けに安価な水素を量

産する技術を確立し、最縦句には事業化を目指す。新日鉄

は、製鉄所で発生する 8∞。Cの廃熱を利用して高圧空気

を力螺3してセラミックス膜を使って酸素だけを分離する

技術を提供する。共同研究する製造技術は、メタンの水生

ガス反応と部分酸化を併用し スチームクラッキングの

吸熱反応を酸化反応による発索反応で補う形で即芯を進

める方式。経済産業省からの補助金の出る国家プロジェ

クトとして、 2∞5年までにベンチプラント、 2010年ま

でにパイロットプラントを作る予定。

105.途上国に燃料電池パス

化工日 01.10.15

国連環境計画 ωNEP)からの情報によると、途上国援

助を主業務とする国連開発計画と地球環境資金制度によ

る f6千万ドルイニシアティブjは、今後5年間に途上

国の主要6都市に対して、温』愛化防止と都市大気汚染防

止のための燃料電池パスを46台提倹ずる。北京、カイロ、

メキシコシティ、ニューデリー、上海の6都市。

106.補助電源不要のFC車

日明IJ01.10.18 

米GMは17日、補助バッテリーを必要としない世界初

の液体水素燃料FC車「ハイドロジェン3Jとガソリン

改質FC車の2種類を公表した。これらの車は新しく開発

された電気を高効率に発生させる電池システム「スタッ

ク 20∞j を搭載し、ガソリン改質器の始動時間も 183

秒まで短縮した。バッテリーを無くすことで 1∞kgの重

量軽減につなげた同車の燃料電池は 94kwで、容積 1

11当たり1.6kwにアップしたと言う。

107.スズキ GMとFC開発で提携

日工01.10.18

米GMは17日、スズキと燃料電池の開発などで提携し

たと発表しにリッターカーから軽自動車までのエリア

で最適な燃料電池車を投入していくことで協力を強化し

ていくことになった。

108.家庭用コージェネで、共同開発

日工01.10.23、化工日 01.10.23

大阪ガス、荏原バラード、荏原、カナダ、のバラードジ、エ

ネレーションシステムの4社は22日 PEFCを利用し

た家庭用コージェネレーションシステムで、共同研究を

推進することに合意したと発表した。24時関連続運転可

能な都市ガス改質家庭用 PEFCコージェネの実用化を
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目指す。

109.GM水鶏講義f-11こアルミ合金化合物に車京
化工日 01.10.23

米 GMは燃料電池車の開発戦略は過渡的には改質器搭

載にも取り組んでいるが、基本的には水素貯蔵の方針を

打ち出し、現状では極低温タンクに液化水素を充填する

手法が先行している。最新型試作車「ハイドロジェン3J

では6811の液化水素で、4∞kmの走行を可能にしている。

その一方新規の固樹オ料を探索している。GMが注目し

ているのはナトリウムーアルミー水素化物。単位重量当

たりの水素吸蔵量を大きくできる可能性がある。

110.目立金属素材でガス分離器

日経産01.10.24

日立製作所・目立研究所は燃料電池の中核部品の 1つで

あるガスセバレーターを金属素材とする新技術を開発し

た。セパレーターは電池の内部で酸素と水素を分離する

重要な部品であるが、水蒸気に触れ、電流が流れ、腐食

しやすし、環境で使用するため、従来黒鉛を用いてきた。

金属製にする場合には金メッキを施す必要があった。目

立は鉄朝司の表面を腐食しにくい金属で、コーティングし

更に耐腐食性塗料を塗ることで問題を解決した。黒鉛と

比べ、金属を用いることで強度が高まり、寸づまの1以下

に薄くでき、重さも半分となった。金属なの訪日工も簡単

になり、製造コストも半減するという。

111.燃料電池用センサー

日経産01.11.8

5月に日本特殊陶業が発表したセンサーは流量用や尉L

検知用で、半導体製造にも使われる微細加工闘すを応用

した。水素がシリコーン製の小型ヒーター上を流れる時

の周囲の空気との温度差や、鮒某との僅かな反問:で測

定する倣Eみ。濃度センサーにはガソリンエンジン用の

酸素センサーの技術を応用した。

112.入れ子構造になったフラーレン

日経01.11.9

水素エネルギーニュース

ベンチャー企業の国際基盤材料研究所011崎市、竹内安正

社長9は、入れ子構造になったフラーレンを量産する新技

術を開発した。60個の炭素原子がボール状に結合したフ

ラーレンが、 240個の炭素原子で出来た大きなフラーレ

ンの中に入った二重構造の分子D 直径は 1mmの50万

分の 1。炭素棒に強いレーザー光を当てて 3∞Oocに力瞭L

し炭素を蒸発させる。蒸発した炭素が冷える過程で、入れ

子構造になったフラーレンができるこのフラーレンは

6"" 8wt%の水素が蓄積で、きると言う。

入
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113.扇平状水素貯蔵タンク

日刊01.11.13

独リンデ社は BMWが今年公表したミニをベースに水

素だけを燃料にした4型の水素自動車に扇平タンクのモ

ックアップを搭載した。現在 7シリーズで走行芳正して

いる水素自動車の液体水素タンクは極低温であるため扇

平構造は難しく、楕円形で、後部座席に設置されている。

今回開発した扇平状タンクは、アルミとそれ以外の材料

をミックスして多層化し、従来より優れた高断索姓を実

現する。液体水素は今のタンク構造では 5日間は漏れな

いが、それ以降は1日1%の割で、ボイルオフしてして、

この水素を補機駆動用燃料電池の水素として循環してし、

くことで、漏れのロスをゼロにしてして計画。

114.低コストで水素発生

日経産01.11.14、日刊01.11.14

目立湖倍は固体高分子型水動捕を用い高い効率で水を

電気分解して水素ガスを発生する装置「ハイドロスプリ

ングjを開発した。厚さ 0.17mmのイオン交換膜の両側

を陽電樹初白金、陰極材のイリジウムで挟んだ構造

このユニットを10""30枚重ね合わせてある。1時間3rrf

を発生するタイプで佃絡は20∞万円を予定している。発
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生量1nf当たりの電力は5.5kwHで現在商品化されてい

るアルカリ型水割引こ比べ電力消費量を2寄躍度削減で

き、コストは70円以下ですむ。

115.ガスコージェネ冷凍システム実証開始
日工01.11.15

日本製鋼所と広島ガスは、共同でマイクロガスタービン

に水素吸蔵合金式冷凍機を組み合わせたガスコージェネ

冷凍システムの実証誤験を開始した。電気とともにマイ

ナス 100Cの冷熱と、約ω。Cの温水を同時に取り出せる

廃熱利用システムで、広島ガスの技術研究所内に設置。

来年4月の発売を目指す。

116.新日鉄水素を分離、液化供給
日刊01.11.26

新日本製鉄は海外企業も加えた数社とアライアンス(戦

略的提携)を結び、コークス炉から発生する水素濃度

20%の副生ガスから水素を分離、液化して供給する事業

に乗り出す。国内にある全ての製鉄所から確保すれば燃

料電池車400万台分の燃料が供給できる計算。日本では

液化水素を製造する設備は宇宙ロケット用で大分(昭和

電工)と大阪(岩谷産業舎の2箇所だけ。

117.エア・ウォーター水素事業会社など買収
日経産01.11.27 

エア・ウォーターは 26日、水素の製造販売を手がける

住商ファインガスとへアスプレーなどエアゾ、ル事業を手

がける東京エアゾノレ化学の2社の株式を11月末に取得、

子会社化すると発表した。

118.燃料電池旅客機開発へ
日経(タ)01.11.28

米ボーイングは 27日、燃料電池を使った旅客機を開発

すると発表した。プロペラ機のエンジンやジェット機の

補助動力システムなどに活用し機体から出る排ガスの

総量を減らす狙川2∞4年初めにも訴験稲子を開始、実

用に向けた量産技御舟コスト自蛾方法などを確企ずる。

空港周辺の大気汚染や騒音を軽減できると強調してい

る。

水素エネルギーニュース

119.丸文が燃料電池評価装置
日経産01.11.30

半導体、産期鱗号を扱う専門商社の丸文は燃料電池市場

に参入する。計調暗号メーカーのエヌエフ回路設計ブロッ

クと共同で燃料電池セルの評価装置を開発、 12月から販

売を始める。価格は8∞万円からで、今年度は 1億円、

来年度は4億円の売上げを目指す。

120.NE∞三萎賓・日立など鴎鱗宮町蒋混託を

日経産01.12.3

新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO)は燃料

電池の要素技術である電極や電解質膜などの性能を高め

るための基礎開発プロジェクトを始める。期間は2004年

度までで、今年度の予算は30億円。

121.可視光使い水を一段で分解

日工01.12.6

産業技術総合布院所は5日、可視光を用いて水を水素と

酸素に一段で分解出来る光鮒某の開発に世界で初めて成

功したと発表した。効率はまだ低いが夢の技術に近づい

た。荒川裕則センター長と郷志剛博士布院員等は探索の

結果、 Niをドープしたhτ3.04の表面に、更に助触媒と

して NiOを担持した化合物が可視光応羽生の光触媒に

なることを発見司新化合物は、波長402Nmの光での量

子効率は0.66%と低く更なる効率向上を目指す。

122.浜岡原発破断水素爆発か

日経(夕)01.12.6、日経01.12.12、日経01.12.17

制司県浜岡町の中部電力浜岡原発1号機(沸騰水型、出

力54万kw)の配管破断事故で、経済産業省原子力安全・

保調涜は6日、設計の想定を超す過大な力が瞬時に掛か

つて配管が一気に引きちぎられる f矧杢破壊jだったと

断定した。破断原因は「水素による爆発Jか、 fウオ」タ

ーハンマーjのどちらかに絞られた。保完涜は13日、 f配

管内に溜まった水素が急速に燃擁し爆発した可能性が高

いj とした中間報告をまとめた。ただ自然発火するには

600--8∞。Cが必要だがこれはありえないし構造物の腐

食を防ぐため昨年から炉水に混入していた白金が創媒と

なった可能性もあるが「白金の量はごく僅かb発火の原因
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が一体何なのか見当もつかないJと中電の関係者は頭を

抱えている。

123.旭硝子が電解槽撤退

日刊01.12.10

旭硝子は電解槽事業から蹴塁し、フッ素系イオン交換膜

事業への特化を図る。来年に新劉莫用の新ラインを立ち

上げ、世界シェア50%の獲得を目指すとともによ燃科

電池向けなど新規分野への本格参入も狙っていく。

124.水を分解する光触媒創製

化工日 01.12.10

東京理科大理学部の工劇諺助教授は、水を完封瀞す

るタンタル系光鮒某の創製に成功した。また可視光領域

で水素、酸素を発生するビスマス系の角蚊某の開発にも成

功した。水電解の光鮒某は、水素発生電位の価電子帯と酸

素発生電{立の価電子帯をまたがるバンドギャップを持つ

半導体物質であれば可能。工藤助教授が開発した水の完

全分解鮒某はタンタル俊ナトリウムに酸化ニッケルを担

持、さらにランタンをドープしたもの。水素を可視光で発

生させたのはパナジン酸ビスマス、同じく酸素を発生さ

せたのは硫化邸前こニッわ内銅をドープさせたもの。

科学技術振興事業団の戦略的基礎研知信隼事業の一環。

125.チューブ型燃料電池

日経産01.12.11

産業技術総合巧院所の環境調不敵術研究部門のグ〉トプ

は、中空糸を使った直接メタノール方式のチューブ状の

燃料電池を開発した。市販のフッ素樹脂製の外径0.6mm、

内径0.3mmの中空糸の内側に、白金の微粒子をつけた

極細の炭素繊維をはり付けた。水で薄めたメタノールを

中空糸の中に注ぐと、白金によって水素イオンと電子が

チューブ型熔料電池の仕組み

水素エネルギーニュース

生成し、中空糸の膜を通り抜けて空気中の酸素と反応し

電気を起こす仕組み。実験では室温で1cm2当たり 14.3

マイクロ wの電力を取り出せた。

126.直接メタノール型燃料電池

日刊01.12.13、日工01.12.14、日経産01.12.20

YUASAは 12日、メタノール水溺夜で発電で、きる「直

接メタノール型燃料電池jを使って、出力1∞wと3∞w
の電源、システムを世界で初めて試作し、実証話験を始め

たと発表した。出力 3∞wの同システムは外形寸す去 500
X500X600mm、重量 ωkg、3%のメタノールを使う

ので安全性が高いといっている。

127.水棄却齢制吏用の刻刻音色カテ}テノレ

日工01.12.17

東海大判史学平完工学研究科の西義武教授らの研究グノレー

プは、水素吸蔵合金を使い、板や管状の部品を部分湖に

折り曲げる形状記憶型の駆動機構を開発した。駆動機構

は水素吸蔵合金を分散させたシリコンゴムと普通のシリ

コンゴムを張り合わせ、合金がシリコンゴ、ムを透品する

水素を吸収し膨張する性質を利用する。水素の圧力を加

えると変形し、圧力を下げると元の形に戻る仕組み。

128.旭化成燃料電池用膜の開発本格化

化工日 01.12.20

旭化成は、燃料電池周膜の開発を本格化する。これまで

開発本部で進めてきた開発プロジェクトを全社直轄プロ

ジェクトに組替え、量産化技術を確立するためのデモン

ストレーション設備を立ち上げた。フッ素系を中心とし

た膜開発を急ぐことにした。

129.中国のニッケル水素動力電池が合格

日経産01.12.20

新華社電によると、湖南省科学技術研究I完が開発したニ

ッケル水素動力雷也が先ごろ専門家による確認検査に合

格し、主要な技術指標が世界水準に到達していることが

確認された。この電池の重さは6.4kgで20の単体からな

り、1回の充電で40km前後却も、繰り返し使用できる。
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